京都南部地区

	４） 西ブロック


　年度当初、ブロック委員会において２００４年度の短期目標を次のように定め、桂・九条・長岡・丹波の４教会５聖堂の信徒・修道者と、２名の担当司祭（年度途中よりもう１名の協力司祭の協力）で取り組んできました。
　１　信徒・修道者各自の京都西ブロック共同体全体への奉仕について
　２　京都西ブロック平和旬間行事の開催
　３　京都西ブロックウォーカソンの実施
１　信徒・修道者各自の京都西ブロック共同体全体への奉仕について
①　ブロックのリーダーシップとしての教会委員とブロック会議
　約２ヶ月に１回程度の頻度で、ブロック会議を各教会輪番で開催しました。そしてブロック運営の方向性はこの場で議論されました。教会委員レベルのことだけではなく、各教会担当部会や、ブロック行事を推進する実行委員会との相互連携が、本年度は更に活発になったと思われます。また、「平和旬間」「ウォーカソン」については実行委員会を設定しましたが、教会委員からサポーターを出したり、実行委員会が立ち上がるまでのプレ実行委員の任務を行い、継続的で視野の広い活動が出来ました。情報交換としてのＥメール網は引き続きよく作動しています。

各担当と実行委員を通して、信徒各自が自発的に共同体全体に奉仕していく姿勢が強まったと評価出来ます。
　また年度の初めには、ブロック委員会とブロック担当部会が合同で会議を開催し、更に情報公開を進めることや討議事項に多くの信徒が参加出来るような工夫が持たれました。また教会委員のメンバー交代も実施され、この地域の共同体がカトリック共同体としての伝統を保持しつつ、更に新しいビジョンを持って福音宣教共同体となっていくための新規教会委員が推薦任命されました。
②信徒養成講座の開催について。

従来、入門講座と信徒養成講座は司祭の役割分担によって４教会５聖堂のうち、集まりやすい２教会で行われてきました。しかし共同宣教司牧を更に推進するためには信徒養成が急務であるとの認識から更に２教会でも実施しました。内容は近い将来において複数信徒が求道者に要理を教えることが出来るようになるために、基礎的な聖書釈義と教義、また福音宣教の動機となるための基礎的な教義神学を継続的に学んでいます。まだ途上ですが聖体奉仕者の研修と共にブロックの構成員全体が自分たちが信じている内容を深く知っていこうとする意欲が大切だと思います。

　課　題　～メンバー間・各教会間で、更に一致し宣教を推進するために。
このブロックの特徴は「福音的分かち合い」によって相互の信仰観や教会観を受け入れあっていくことにあります。「福音的分かち合い」は相互の忍耐と現状認識センス及び傾聴の姿勢が大切であり、分かち合いを記録して振り返りを可能にすると同時に「福音的分かち合い」の場において交通整理的役割を持つファシリテーターが重要です。今後は教会のキーとなるリーダーと共に信徒の相互理解の場である「福音的分かち合い」におけるファシリテーターの養成も必要となってきました。また会議の場において検討されたことが確実に構成員に伝わり、更に一致できるための方法として確実で早急な議事録の作成とその共有ということがあります、きっちり行なわれない場合も見られたので今後の課題となっています。
２　司教訪問と年頭書簡の分かち合いに関して
　２００４年２月２２日、丹波教会・園部聖堂
①　趣旨と準備
　司教年頭書簡、「日常からミサを生きる」の趣旨を受け止め、各共同体で分かち合いを進める内に、更にそのことが深まるようにしていく。
　早い時期の司教訪問でしたが、それまでに趣意書を読み、ブロックで作成された「分かち合いのポイント例」に沿って、各小教区で複数回の分かち合いの機会を設定することにしました。（全体の集まりや各部会毎など、各小教区が独自の方法で行った。小教区独自のガイドラインを追加作成したところもあった）。
②　開催後の意見
　準備期間が短かったにも関わらず、各教会の分かち合い結果が持ち寄られ、当日に備えたという点は評価できます。訪問当日に４教会で役割分担できたことも良かったです。当日は、他教会信者と結構深い分かち合いができました。今年一年のブロック活動に対する取り組みに向けての足がかりとなりました。大きなテーマであるにもかかわらず、司教訪問という「山場」が早く来すぎたという意見もあり、司教ともっとたくさん対話したかった信徒もいました。
③　取り組んだ上での今後の方向性（教会共同体的な意味において）
　信徒自身も、小教区共同体としても、ミサとの関わりはとても大切で、「信仰共同体」づくりの基礎です。司教訪問という「山場」がいち早く終わったため、「日常からミサを生きる」というテーマに関するブロックとしての集約・評価を行うまでに至っていませんが、幸いなことに今年の司教年頭書簡のテーマも「日常からミサに生きるパート２」であり、今年の司教訪問とその評価はきちんと出来ると思います。また昨年の司教訪問以降、各小教区毎にこのことを契機にした様々な動きを見る事が出来ました。
＊　年間通して、各部会で分かち合いを続けていくこととなりましたが、訪問以降2ヶ月くらい経ってもブロック全体としての取り組みとならなかったので、引き続き集会祭儀で行うことに決定し、その後分かち合いの質も上ってきました。今後、分かち合いのまとめの内容の傾向をよく見て来年以降の活動の参考とします。
　＊　集会祭儀を早くから体験した教会なので、信徒が集会祭儀を抵抗ないものとして受けとめる事が出来ています。司教書簡のテーマである「深い交わりを体験するミサ」で言われている「願う・祈る・聴く・捧げる・喜ぶ・遣わされる」ということが、集会祭儀の中で自然に学び取ったと感じています。
　＊　分かち合いを通して、信徒それぞれの現状や背景に応じて、｢願う・祈る・聴く・捧げる・喜ぶ・遣わされる」ということのどの点に強く動くものがあるのかということが各自に

よって大きく異なることが分かち合いを通して実感できました。そこを意識し、また共

同体としてその全体を分かち合ってこそ、｢ミサと日常」が繋がっていくのだと思います。
　＊　テーマそのものの深まりより、テーマを契機として生じた連鎖反応的な動きが大き

　　　かったと思います。よりよい典礼を創出するために、教会委員と典礼部会がミーティ

　　　ングを持ち、集会祭儀・先唱者(朗読者)・聖歌・オルガニストなどの学習会を緩やかに

スタートさせました。日常の祈りの在り方についても議論しました。聖週間の典礼の

参加動機の低さを振り返り、また求道者に対する奉仕のありかたを考える中で、信徒へ

現状をアピールし、信徒へ問いかけるアンケートを実施する中で、あらたな「講座」を

スタートさせました。
　＊　ブロックの典礼研修会を実施しました（昨年からの懸案）。
３　京都西ブロック平和旬間行事の開催
　２００４年８月１日　会場：桂教会（ブロックミサ担当は長岡教会）　
①　趣旨と準備
　キリスト者が平和を尊重し、平和を祈り求めることは当然のことです。毎年の平和旬間に焦点を当てながら、今年度の取り組みは、カトリック教会が主催実行となるが、地域の他教派キリスト教会の人々及び市民の人々と共に平和に対する取り組みを行いました。
当日は、午前中をブロックミサとし、午後は西山地区の「平和を作り出すキリストと市民の集い」とリンクし、宗派を超えて共に平和を考えました。本年度はこの「集い」の当番教会が長岡教会であったので、この実行に対しては「西ブロック（＝カトリック）」として実行委員会体制を組んで対応しました。母体である「西山地区各教派教会」の了承の上で、あくまでも「西山地区各教派教会」が主体であることを尊重し、ブロックの行事としました。去年は一般からの講師だったので、今年はカトリックの司教を講師として招きました。長岡教会の担当ですが、講師考えると、参加者が多いと思われたので長岡教会では人数的に収容出来なかったので、開催地を桂教会としました。教区時報、カトリック新聞などに催し案内を掲載してＰＲをしました。
　午前の部：西ブロックミサ　祭式：森　一弘司教（カトリック東京教区前補佐司教）
　午後の部：平和を作り出すキリストと市民の集い（午後１時～３時）
　　　　　　　講演会：　「キリストから現代社会へのメッセージ」
　　　　　　　講　師：　森　一弘司教（カトリック東京教区前補佐司教）
②　開催後の意見の趨勢、及び振り返り
　講演内容はおおむね好評でした。事後アンケートには次のような意見が寄せられました。
　＊　分かりやすい内容で、プロテスタントの人たちにも好評。特に質疑応答が分かりや　　　　すかった。
　＊　カトリックとの交流に刺激を受けた。
　＊　教会のリーダーの人格がリーダーシップとして発揮されることが、一つのあり方と　　　　思うので森司教の姿に感銘を受けた。
　＊　言葉だけでなく、生き方を持っている。
　＊　人間の尊厳を何よりも第一に考えている。
　　　一方、事後の反省会では、次のような点も確認された。
　＊　去年の反省をもとに、実行委員と役員間の連動をうまく機能させようと、確認したが、　　　あまりうまくいっていなかった。
　＊　一般の参加者が去年より少なかった。会場教会の近隣等にビラのポスティングを行　　　　えばよかった。
　＊　役割分担はうまくいった。

③　取り組んだ上での今後の方向性（教会共同体的な意味において）
　｢平和行事」としては成功しましたが、キリスト者として平和を求めるための必然としての

取り組みになっているのかは、振り返らなければならないと思います。教皇様は「平和は作り出すもの」と言われたが、現実の私たちは「平和希求」に対する動機付けやリアリティーがやはり低いと思います。｢実は無関心…」とも思われる現状をどう開くのかという事への行動は弱かったと思います。また平和旬間への準備期間をある程度作る必要があると思いますし信徒どうしで平和に関するどんな分かち合いをするかがまずは肝要です。献金などを、平和のために捧げるという行動も考えられます。このようなことも含めて、信仰共同体である「ブロック」としての取り組みを継続したいと思います。
　他教派キリスト教会の人々及び市民の人々と共に平和を祈ることは、とても大事なことですが、距離があったこともまた否めません。｢西山地区」の主催は、次年度は他教派キリスト教会に移りますが、ブロックとしてどのような積み上げのもとに、独自の平和旬間を取り組むかについては、基本に立ち戻って検討する必要があります。
　平和旬間そのものへの取り組みとしては、他のブロックと同日開催でないほうが、より参加しやすくていいと思います。また、今回講演の間子どもは別室で遊んでいたので、子ども向け平和旬間の取り組みも必要だと思います。
４　京都西ブロックウォーカソンの実施
　２００４年１０月２４日　丹波教会園部聖堂・聖カタリナ女子高校及び園部町内

　援助先：東チモール子供募金（図書館整備・絵本輸送支援）

　　　　　京都いのちの電話　（活動支援）
1 趣旨

ウォーカソンが果たす福音的使命とは「自分の隣人への奉仕と、神と人、人と人との協働」であることが西ブロック委員会で確認されました。そこでその福音的使命を果たすために以下のことが検討されました。
· 河原町地区が遠いことや日程上の問題から、西ブロックの信徒は従来から開催されていた京都南部地区ウォーカソンの参加者が少ないという現状でした。

· 高齢者・障がい者・子どもなどを含む地域信徒全体の参加の促進（即ち共同体全体がウォーカソンの本来の趣旨に対して行動すること）を目指すという意向を持ちました。
· その時に必要な方面へ援助できる自由度の高い小回りのきいた援助を果たすために、ウォーカソンに総合的に参加することが望ましいのではないか。
· 福音宣教推進のための単位である「ブロック共同体の一致」を強めるような企画を推進し、京都西ブロックウォーカソンを企画・実施する。
2 実施

参加しやすい日時にするために、一般社会的な他行事との重複期間を避けました。障害者を含む様々な世代が多数参加出来るように、それぞれに応じて参加可能な実施場所やコース設定を考慮しました。また祈りと行動を一致させるために、典礼と組み合わせた企画をめざしました。特に子どもや若者が多く参加出来なければ意義のない行事となるという認識に立ちました。このようなことを念頭に入れながら、こひつじの苑の障害者の参加と交通安全等を考慮に入れて、丹波教会園部聖堂地区での開催とし、上記の目的を模索するために教会委員によるプレ実行委員会を持ち、コースを検討してみました。その上で本実行委員会を立ち上げて引き継ぐこととしました（春にスタート）。またこれらのことの了解と理解を京都南部協議会に求めました。
③　開催後の意見
　各小教区での意見は好評でした。

　（意見の羅列）
　子どももお年よりも障害者も一緒に歩けました。距離的にはちょうど良い距離でした。道路は車が少なく、安全面への配慮もあって良かったと思います。天気がよくて、空気もきれいで、公園はすてきな場所でした。公園でみんなで弁当を食べられたのが良かった（食事の時間が少し短かった）。聖カタリナの福祉科の生徒たちは、倒れているコスモスを手でよけながら障害者の車椅子を押していて自分では気づかないところを教えられました。こひつじの苑の障害者の方と交流が出来、障がい者の方から逆に声をかけてもらって元気をもらいました。若い人が確実に育っておられるのが嬉しかったです。実行委員会は７回開いたが、回を重ねる内にまとまりが出来てきました。ブロック単位で出来たことが良かった。参加者の半数以上が最後のベネディクションにも参加し、最後まで一致出来ました。ミサの時、東チモールや京都いのちの電話の紹介があって良かった。来年も続けたい。
④　取り組んだ上での今後の方向性（教会共同体的な意味）
　ブロック内にある聖カタリナの生徒・教員・シスター方やこひつじの苑の方と一緒にウォーカソンを通して相互交流と理解を深めたことに意味があると思います。また、スタッフの細かいところまでのご尽力や、奉仕した若者の頑張りも大きいと思います。その中で典礼を挟んだ「巡礼型」のコースは、一致という点でも成功したと思われます。高齢者の多くの参加（過剰負担をかけずに）を得ることも出来ました。
おおむね成功と思われますが、以下のような課題もあります。歩くことを通して援助できる、自分たちにも援助できる方法があるという目的意識が低かったのではないでしょうか。また援助先についての教会学校等でのプレ学習は行いましたが、信徒全体への浸透は弱かったのではないだろうか。そして子どもたちの参加がまだまだ少ないと思います。交流という点では、同一小教区の信者が固まりがちでした。教区時報に載せてもらって広報してもらうことが可能かどうか検討する必要があります。しかしブロックとしての元気は出たように思われるので、来年も同一の形で継続すればどうかという意見もあります。
（意見集約・西ブロック教会委員　／編集責任・西ブロック担当司祭団　村上真理雄　福岡一穂）
